



































































品冒頭にかかげられた俳句に関してである。題名の下に，「Uso no yona /
Jiu-roku-zakura / Saki ni keri ! 」という一句が日本語のままエピグラフと
して置かれているのだが，作者名が記されていないため，これまでの研究
では，誰の句かわからないとされ，この句が作品冒頭に置かれている意味
についても言及されることがなかった。
　しかし，実はこれは松山の龍穏寺の桜を詠んだ正岡子規の「うそのやう
な十六日桜咲きにけり」という句である。明治二十九年の作で，明治三十
五年（1902）刊行の子規自選句集『獺祭書屋俳句帖抄』に収められている。
（高浜虚子選『子規句集』では，「松山十六日桜」と註記があり，「十六日桜」の右
に「いざよいざくら」と読みがふってある2）。）明治二十九年二月，子規は病が
重くなり，以後，臥床して過ごすことが増えた。その前年には従軍記者と
して旅順に赴き，帰途の船中で吐血，神戸の病院に入院後，松山に帰郷し
て数ヶ月療養していた。句集の明治二十九年の部には桜の句が五つ並べら
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れている。車で一日上野の花見に行った折のものと思われる句が三つ，つ
いで「病中」と題して「寝て聞けば上野は花のさわぎ哉」の句，その次，
最後が「松山十六日桜」の句である。
　子規は松山中学校時代に作った文章に「桜亭仙人」「老桜漁夫」「香雲散
人」と号したが，それは家の庭に桜の老樹があったからだとされている。
それほど桜の花に思いがあったのなら，地元の名勝として知られる龍穏寺
の冬の十六桜をも見に行っていただろう。当然，十六桜にまつわる伝承も
知っていただろう。子規の句は実際は東京の家の病床にあって詠んだもの
である。故郷から十六桜の花の便りが届いたのだろうか。それとも，その
花を見て感嘆した少年の日を思い出したのだろうか。いずれにせよ，病に
倒れ，もう一度花がみられるだろうかと庭の桜の樹に祈った人の故事と，
今，床に臥せっている自分の姿とが，この句を詠んだ子規の脳裏で重なっ
ていたと想像していいのではないか。伝承の奇跡など「うそだ」と形容せ
ざるをえない子規の近代人の意識と，だが「うそのような」その桜が本当
に咲いたのだ，という驚きと静かな喜び，そして祈りと憧憬に似た気持ち
が読みとれる。
　子規のこの句をハーンがどのようにして知るにいたったかは，わからな
い。ハーンは随筆の中でたびたび俳句を取り上げた。たとえば「蛙」（『異
国風物と回顧』1898年），「蝉」（『影』1900年），「蜻蛉」（『日本雑録』1901年），
「蛍」（『骨董』1902年）などでは，日本人がどのような感性で蛙や蝉や蜻蛉
や蛍などの生き物を捉えているかを考察しつつ，沢山の俳句作品を有名無
名に関わらず紹介している。そうした句の収集と調査を手伝ったのは，教
え子の大谷正信だったとされる。大谷は松江中学でもっともハーンに好か
れた生徒の一人で，後に東京大学英文科でもハーンの教えを受けた。そし
てハーンは大学時代の大谷に学費を援助するかわりに日本研究の助手とし
てさまざまなテーマを与えて資料の調査にあたらせていたのである。この
大谷が三高時代に高浜虚子や河東碧梧桐と同級で一緒に俳句を始めていた。
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さらに大学時代には正岡子規とも親しくなり，やがて俳人として「子規門
十哲」に数えられるほどになるのだから3），ハーンに子規の句を教えたの
は大谷だったと考えるのが自然かもしれない。
では，ハーンはなぜこの句を冒頭に掲げたのだろうか。しかも作者の名を
伏せて。
　ハーンが参照した原話を読むと，原話が伝える十六桜の由来そのものは，
人間と桜の木の心が通じ合って花を咲かせた，という素朴な話である。「実
に草木さへも心ありて其情に感ぜしならん」というように，花や樹にも心
があり，花を見たいと願う人の気持ちに応える，そしてそれにまた人々が
感動したということを示すエピソードである。
　だが原話がさらに強調するのは，この十六桜がそれ以来毎年同じ冬の日
に花を咲かせ，別名「節会桜」ともいってその時には花のもとに人々が相
集い，その寒桜を愛でる，ということである。古くは舒明天皇が道後温泉
行幸の折にこの桜を愛で，冷泉院為村郷が歌を詠み，そして以後も数多く
の文人墨客が，この桜の木を訪ねてきては，冬に咲く花を愛でて，和歌を
詠み，俳句をつくってきた，と『文藝倶楽部』の記事は記している。
　舒明天皇というのは，飛鳥時代，七世紀の天皇である。つまり，ここで
わかるのは，このような由来をもつ寒桜の木を，舒明天皇以来，古代から
明治にいたるまで人々は尊いものと考えてきた，そして十六桜のもとで，
いわば人間と自然の絆を再確認して，ことほぎ祭る祝祭の行事を行ってき
たということである。
　ハーンは，十六桜にまつわる，人間と桜の木の心の繋がりを表す伝説そ
のものにまず心ひかれたのだろうが，あるいは，それ以上に興を感じたの
が，この素朴な伝説を宿した桜の花を愛で，歌を詠むことで祝い，ことほ
ぐ，という感性が今にいたるまで生きていること，その伝統が保たれてい
るということかもしれない。
　正岡子規はハーンと同時代の人で，ハーンがこの「十六桜」を書いた。
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その二年前に亡くなっている。子規の句をハーンに教えた大谷正信は，あ
るいは一緒に『文芸倶楽部』を読み，正岡子規以外にも，古くは，西行，
一遍上人，それから松尾芭蕉，小林一茶なども，この十六桜の花を訪ねて，
その時に感じた様々な思いを，それぞれが歌っていることを教えたかもし
れない。
　子規の十六桜の句と子規の文学をハーンがどのように理解したか，何と
もいえない。だが，少なくともハーンが自分の作品の冒頭にわざわざその
句を，しかも作者の名を伏せて掲げた理由のひとつは，古代以来多くの人
が十六桜を歌いあげてきたという，連綿たる営みの最後，ハーンにとって
は一番最近の位置にある作品だからなのではないかと思う。
　ハーンは，この伝統の最後にあたる子規の句を冒頭に掲げ，それに続け
て，今度は自分の「十六桜」という再話作品を置いたのである。冬の桜を
歌い，ことほぐ，その言葉の系譜にみずからも連なろうとすることを，こ
の「十六桜」という再話作品をもってハーンは示したともいえるのではな
いだろうか。
　前にも論じたように，ハーンの「十六桜」とは，いわば悠久の時の流れ
を内包した樹木と向かい合い，その樹木の聖なる空間を，目に見える形で
世にあきらかにした一人の人間の物語である。雪に閉ざされた，ほの暗い
闇の中にそこだけ春の陽が射しているような冬の桜の神秘的な姿は，十九
世紀後半の時代を生きたハーンが樹木の世界に投影した世紀末の幻想に彩
られてもいる。
　その上で，冒頭におかれた子規の句は，「十六桜」の再話作品としての
文脈の広がりを知らしめ，ハーンの作品と，ハーンが明治の日本に来て見
出した世界とを結ぶ役割をはたしているのだといえるかと思う。このエピ
グラフを通じて見えてくるのは，花や木，自然の万物に霊魂が宿り，その
自然の中の魂に人々が歌いかけるような，人と自然がこまやかに心通いあ
う世界でもあり，さらに，そのようなものとしてハーンがみいだした日本
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古来の自然観に価値を見出し，その伝統につらなろうとした，ハーンとい
う西洋近代の人の感受性でもあるのだ。
　再話文学の面白さは，古い物語が過去の記憶を包み込んだまま，時代の
新たな衣をまとって蘇生することにあるかと思う。ラフカディオ・ハーン
の再話作品では，日本の原話の世界を西洋の想像力が照らしだしているわ
けだが，こんなエピグラフひとつにも，ハーンの物語の奥深さが感じられ
るのでないだろうか。
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